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○
「
給
付
型
奨
学
金
」
の
創
設
及

び
無
利
子
奨
学
金
の
拡
充
を
求

め
る
陳
情
書

・【
概　

要
】

　
　

納
税
者
で
あ
る
国
民
の
理
解

も
得
つ
つ
、
学
生
が
安
心
し
て

勉
学
に
励
め
る
よ
う
、「
給
付
型

奨
学
金
」
の
創
設
や
無
利
子
奨

学
金
の
拡
充
な
ど
の
具
体
的
な

経
済
支
援
策
を
要
望
す
る
も
の
。

・【
結　

果
】

　
　

趣
旨
採
択
（
全
員
賛
成
）

○
免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を
求
め

る
陳
情
書

・【
概　

要
】

　
　

軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
の

特
例
措
置
が
平
成
30
年
３
月
末

日
で
廃
止
さ
れ
る
た
め
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
踏
ま
え
政
府

に
継
続
を
求
め
る
も
の
。

・【
結　

果
】

　
　

採　

択
（
全
員
賛
成
）

　

※
関
連
記
事
５
ペ
ー
ジ
参
照

12月定例会
あ ら ま し

陳 

情
・
請 

願

　

12
月
定
例
会
は
12
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
の
３
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
に
、
村
長
招
集
あ
い
さ
つ
並
び
に
提
案
理
由
の
説
明
、
諸
般
の
報
告
を
行
い
、
そ
の
後
、
一
般
質
問
で
は
４
名
の
議
員
が
村
政

を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
議
案
の
説
明
が
行
わ
れ
、
条
例
の
改
正
案
や
平
成
28
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

常
任
委
員
会
を
開
催
し
付
託
さ
れ
た
案
件
、
議
案
等
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
各
議
案
に
つ
い
て
、
質
疑
・
討
論
・
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

決まりました！

農
業
委
員
会
の
体
制
が
変
わ
り
ま
す

農
業
委
員
会
法
改
正
！

新
体
制
で
活
力
あ
る
農
業
へ
弾
み
を

○
経　

緯

　

農
業
委
員
会
の
改
革
を
行
う
た

め
に
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
が
改
正
さ
れ
、
平
成
28
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
村
に
お
い
て
も
、
今
定
例
会

に
お
い
て
北
塩
原
村
農
業
委
員
会

の
委
員
等
の
定
数
に
関
す
る
条
例

が
可
決
さ
れ
、
農
業
委
員
会
が
新

体
制
へ
と
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

※
詳
細
は
関
連
記
事
４
ペ
ー
ジ
を

　

参
照

○
概　

要

　

農
業
委
員
会
が
、
そ
の
主
た
る

使
命
で
あ
る
農
地
利
用
の
最
適

化
（
担
い
手
へ
の
集
積
・
集
約
化
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

新
規
参
入
の
促
進
）
を
よ
り
良
く

果
た
せ
る
よ
う
に
大
き
く
は
左
記

の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

【
改
正
ポ
イ
ン
ト
】

・
農
業
委
員
会
業
務
の
重
点
化

・
農
業
委
員
の
選
出
方
法
の
変
更

・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

   

新
設
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固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
任
期
満
了
に
よ
り

２
名
を
選
任

～
経
験
と
知
識
を
活
か
し
て
～

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
が
任
期
満
了
に
伴
い
、
平
成
28

年
第
７
回
定
例
会
に
お
い
て
左
記

の
と
お
り
、
２
名
の
方
が
全
員
の

同
意
に
よ
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

○
小
椋 

敏
廣 

氏 （
早
稲
沢
）

○
樟
山 

裕
康 

氏 （
北　
山
）

※
任
期
は
、
平
成
28
年
12
月
15
日

　

か
ら
３
年
間
で
す
。

固
定
資
産

　
評
価
審
査
委
員
会
と
は

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
価
格(

評
価
額)

に
関
す
る
不
服
を
審
査
す
る

た
め
法
律
に
基
づ
き
設
置
さ

れ
た
行
政
委
員
会
で
、
固
定

資
産
課
税
台
帳
の
登
録
価
格

が
適
正
か
ど
う
か
を
中
立
な

立
場
か
ら
審
査
を
行
い
ま
す
。

人　
　
事

平成２８年第7回北塩原村議会定例会審議結果一覧
定例会ではこんなことが

【議案第 64 号】職員の配偶者同行休業に関する条例の一部を改正する条例	 【可　決】
	 ○人事院規則の一部改正に伴う内容の改正をするもの。

【議案第 65 号】議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例	 【可　決】
	 ○福島県人事委員会勧告に基づき議会議員の期末手当を改正するもの。

【議案第 66 号】特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例	【可　決】
	 ○農業委員会等に関する法律の改正により、新設される農地利用最適化推進委員を
	 　非常勤特別職として、報酬を定めるもの。

【議案第 67 号】村長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例	 【可　決】
	 ○福島県人事委員会勧告に基づき村長等の期末手当を改正するもの。

【議案第 68 号】職員の給与に関する条例の一部を改正する条例	 【可　決】
	 ○福島県人事委員会勧告に基づき職員給料表及び勤勉手当を改正するもの。

【議案第 69 号】北塩原村税条例の一部を改正する条例	 【可　決】
	 ○法律の改正に伴い所要の改正をするもの。

【議案第 70 号】北塩原村復興産業集積区域における村税の特例に関する条例の一部を改正する条例	【可　決】
	 ○省令の改正に伴い所要の改正をするもの。

【議案第 71 号】北塩原村国民健康保険税条例の一部を改正する条例	 【可　決】
	 ○法律の改正に伴う所要の改正をするもの。

【議案第 72 号】北塩原村農業委員会の委員等の定数に関する条例	 【可　決】
	 ○農業委員会等に関する法律の改正により新たに制定するもの。

【議案第 73 号】平成 28 年度北塩原村一般会計補正予算（第５号）	 【可　決】
	 ○詳細は６～７ページを参照。

【議案第 74 号】平成 28 年度北塩原村国民健康保険事業費特別会計補正予算（第２号）	 【可　決】

【議案第 75 号】平成 28 年度北塩原村簡易水道事業費特別会計補正予算（第２号）	 【可　決】

【議案第 76 号】平成 28 年度北塩原村特定環境保全下水道事業特別会計補正予算（第３号）	 【可　決】

【議案第 77 号】平成 28 年度北塩原村農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）	 【可　決】

【議案第 78 号】平成 28 年度北塩原介護保険事業特別会計補正予算（第２号）	 【可　決】

【議案第 79 号】固定資産評価審査委員会委員の選任について	 【同　意】
	 ○詳細は下記参照。

【議案第 80 号】固定資産評価審査委員会委員の選任について	 【同　意】
	 ○詳細は下記参照。

【議案第 81 号】平成 28 年度北塩原村一般会計補正予算（第６号）	 【可　決】
	 ○詳細は 6 〜７ページを参照。
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現　体　制 新　体　制

農 業 委 員
選 挙 委 員 団 体 推 薦

７人９人
（定数１０人）

３人
（定数４人）

農地利用
最適化推進委員 ― ６人

条  例
改  正

農
業
委
員
会
の
委
員
等
の
定
数
に
関
す
る
条
例
を
可
決
！

　
村
の
農
業
委
員
会
新
体
制
は
こ
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す

農業委員会改正法に基づく新体制の定員について

法改正に伴う農業委員・農地利用最適化推進委員

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
よ
り
、
当
村
に
お
い
て

も
今
定
例
会
で
北
塩
原
村
農
業
委

員
会
の
委
員
等
の
定
数
に
関
す
る

条
例
が
可
決
さ
れ
、
平
成
29
年
７

月
20
日
よ
り
新
体
制
で
開
始
さ
れ

ま
す
。

◎
改
正
ポ
イ
ン
ト

①
農
業
委
員
会
業
務
の
重
点
化

　

こ
れ
ま
で
任
意
業
務
だ
っ
た

「
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」

が
必
須
業
務
と
さ
れ
ま
す
。

②
農
業
委
員
の
選
出
方
法
の
変
更

　
「
公
選
制
」
か
ら
「
任
命
制
（
議

会
の
同
意
を
得
て
村
長
が
任

命
）」
と
な
り
ま
す
。

③
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

新
設

　

農
業
委
員
と
は
別
に
、
各
地
域

に
お
い
て
農
地
利
用
の
最
適
化

を
推
進
す
る
「
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
」
が
新
た
に
設
け

ら
れ
ま
す
。

改 正 前

改 正 後

農地の貸借・売買の許可

農地転用許可の審査

農地の貸借・売買の許可

農地基本台帳の管理

農地転用許可の審査

農業者の要望実現の取組み等

農地基本台帳の管理

農業者の要望実現の取組

農地の利用状況調査

農地の利用状況調査

農地利用の権利関係の
調整やあっせん

農地利用の権利関係の
調整やあっせん

農業委員の主な業務

農業委員の主な業務
《農業委員会の総会で審議決定》

農地利用最適化推進委員の主な業務
《担当区域における現場活動》

農地の貸し借りを通じた利用集積等
農地利用最適化に向けた業務を重点化

連 携
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意見書

委員選出の流れ

◎ 用　語　解　説

村長が募集 農業委員会が募集

選考委員会で選考 農業委員会で選考

村長が応募・推薦情報を公表 農業委員会が応募・推薦情報を公表

全員賛成で可決
国へ 2 意見を提出 !!

○
概　

要

　

地
方
分
権
時
代
を
迎
え
、
地
方
議

会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
は
重
く

な
っ
て
い
る
と
同
時
に
議
員
の
幅
広
い

分
野
で
の
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中

で
、
近
年
、
住
民
の
関
心
の
低
下
や
地

方
議
会
議
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
る
。
年
金
制
度
を
時
代
に
相
応

し
い
も
の
に
す
る
こ
と
が
新
た
な
人
材

確
保
に
繋
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
こ
と

か
ら
厚
生
年
金
制
度
加
入
の
た
め
の
法

整
備
を
求
め
る
も
の
。

○
概　

要

　

免
税
軽
油
制
度
は
、
道
路
を
走
ら
な

い
機
械
に
使
用
す
る
軽
油
に
つ
い
て
軽

油
引
取
税(

１
ℓ
当
た
り
32
円
10
銭)

を
免
税
す
る
制
度
で
、
船
舶
、
鉄
道
、

農
業
・
林
業
、
製
造
業
な
ど
幅
広
い
事

業
の
動
力
源
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
が
な
く
な
れ
ば
、
ス
キ
ー

場
産
業
や
索
道
事
業
者
は
大
き
な
負
担

が
増
え
地
域
経
済
に
も
計
り
知
れ
な
い

影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
免
税
軽
油
制

度
の
継
続
を
求
め
る
も
の
。

○
結　

果

・
全
員
賛
成
で
可
決

○
提
出
先

・
衆
議
院
議
長

・
参
議
院
議
長

・
内
閣
総
理
大
臣

・
内
閣
官
房
長
官

・
財
務
大
臣

・
総
務
大
臣

・
厚
生
労
働
大
臣

○
結　

果

・
全
員
賛
成
で
可
決

○
提
出
先

・
衆
議
院
議
長

・
参
議
院
議
長

・
内
閣
総
理
大
臣

・
財
務
大
臣

・
総
務
大
臣

・
経
済
産
業
大
臣

・
国
土
交
通
大
臣

・
復
興
大
臣

地域の農業者や農業団体 地域の農業者や農業団体

村　　　長 農業委員会

農　業　委　員 農地利用最適化推進委員

議　

会

応募・推薦 応募・推薦

任 命 委 嘱
同 意

【農  業  委  員  の  選  出】 【農地利用最適化推進委員の選出】

地
方
議
会
議
員
の
人
材
確
保
へ

年
金
制
度
見
直
し
を
求
め
る

免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を
求
め
る

【意見書とは】
　意見書とは、地方公共団体の公益に関することに関して、議会の意思を意見としてまとめた文書を
いい、地方自治法第 99 条により、議員が発案して本会議にはかり、議長名で国会又は関係行政庁に
提出することが出来るとされています。
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１２月定例会の主な補正内容

裏磐梯拠点駐車場休憩所・
トイレ建築工事費（追加分）

６００万円

福島県後期高齢者医療
広域連合負担金
７１７万円

経済対策臨時福祉給付金事業
１, ３５８万円

今回議決された一般会計補正予算は

「このように」 使われます !!

療養費負担金の確定による増額経費

▲事業運営に関し円滑な事務処理と手続きが
要求される

住民税非課税者 ( 対象者 ) へ 15,000 円を
支給するための経費
※事業の詳細については内容が決まり次第、村

広報紙等により周知いたします。

厚生労働省公認キャラクター

〝カクニンジャ〟

裏磐梯拠点駐車場休憩所・トイレ建築工事に関する
追加工事費（建築予定地の地盤の補強等）

▲観光客の利用しやすい施設の完成が待たれる
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特別職・一般職人件費

　　　４１９万円

デイサービスセンター
浄化槽修繕

１８１万円

消防防災事業

　　　　４５万円

平成２８年度１２月補正 ～主な内容を紹介します～

「安心安全」な村づくりを「着実」に実行！

人事異動に伴う人件費の精査及び
福島県人事委員会勧告内容を実施
するための経費

デイサービスセンターの浄化槽修繕に係る経費

防災無線や電話回線、消防指令車等の維
持管理に係る経費

▲福島県人事委員会勧告を受け人件費の精査が図られる

▲住民の方々の生活を守るため万全の体制強化が急務

▲利用者が安心して使用できるよう施設整備が待たれる
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質　疑
応　答

そこが気になる村議会
どんな「質疑」が出されたの？

小
椋 

元 

議
員

問今
回
、
職
員
と
同
様
に
引
き

上
げ
る
こ
と
に
対
す
る
見
解
を

伺
う
。

答
（
村
長
）

こ
れ
ま
で
も
福
島
県
人
事
委
員

会
の
勧
告
内
容
に
基
づ
き
、
引
き

上
げ
、
ま
た
は
引
き
下
げ
を
実
施

し
て
き
て
お
り
今
回
も
同
様
に
勧

告
内
容
に
基
づ
き
提
案
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

問勧
告
内
容
に
基
づ
い
て
い
る

こ
と
は
分
か
る
が
、
村
議
会
議

員
の
定
数
が
見
直
さ
れ
て
い
る

中
、
引
き
上
げ
が
妥
当
な
の
か

疑
問
が
生
じ
る
が
ど
う
認
識
し

て
い
る
の
か
。

答
（
村
長
）

各
自
治
体
で
勧
告
に
対
す
る
対

応
は
異
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
見

合
っ
た
仕
事
を
す
る
つ
も
り
で
す
。

Ｑ
．子
ど
も
議
会
開
催
の
意
向
は
あ
る
か

村
長
等
の
期
末
手
当
引
き
上
げ
を

質
す

議
案
第
67
号  

村
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

小
椋 

眞 

議
員

問今
回
の
金
額
引
き
上
げ
に
伴

い
、
議
員
や
村
長
も
そ
れ
に
見

合
っ
た
仕
事
を
す
る
こ
と
は
当

然
の
こ
と
で
す
。

重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
分
、

住
民
の
暮
ら
し
も
豊
か
に
す
る

こ
と
で
す
し
、
議
会
も
そ
の
心

構
え
で
い
ま
す
。

村
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答
（
村
長
）

我
々
も
活
力
あ
る
村
づ
く
り
の

た
め
、
そ
し
て
豊
か
な
村
づ
く
り
の

た
め
に
色
々
な
提
案
を
し
な
が
ら
、

ま
た
は
議
員
の
方
々
か
ら
積
極
的

に
意
見
を
伺
い
な
が
ら
邁
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
島
県
人
事
委
員
会
と
は

福
島
県
人
事
委
員
会
は
人
事

行
政
に
つ
い
て
中
立
的
か
つ
専
門

的
な
立
場
で
公
正
か
つ
適
正
な

運
営
を
確
保
す
る
た
め
に
設
置

さ
れ
た
合
議
制
の
執
行
機
関
で

す
。

Ｑ
．子
ど
も
議
会
開
催
の
意
向
は
あ
る
か

定
数
削
減
に
伴
う
農
業
委
員
の

地
区
へ
の
配
分
は
万
全
か

議
案
第
72
号  

北
塩
原
村
農
業
委
員
会
の
委
員
等
の
定
数
に
関
す
る
条
例

小
椋 

眞 

議
員

問農
業
委
員
の
定
数
が
14
名
か

ら
７
名
に
減
少
す
る
こ
と
は
各

地
区
へ
の
配
分
を
考
慮
し
な
い

と
、
住
民
か
ら
の
声
が
届
き
に

く
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

現
在
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

今
の
と
こ
ろ
、
北
山
地
区
２
名
、

大
塩
地
区
２
名
、
桧
原
地
区
１

名
、
裏
磐
梯
地
区
１
名
、
そ
し
て
、

利
害
関
係
の
無
い
者
を
１
名
選
び
、

各
地
区
平
均
し
て
出
て
い
た
だ
く

よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．子
ど
も
議
会
開
催
の
意
向
は
あ
る
か

裏
磐
梯
拠
点
駐
車
場
休
憩
所
・

ト
イ
レ
建
築
工
事
の
工
期
は

間
に
合
う
の
か

議
案
第
81
号  

平
成
28
年
度
北
塩
原
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

小
椋 

眞 

議
員

問裏
磐
梯
拠
点
駐
車
場
休
憩

所
・
ト
イ
レ
建
築
工
事
に
関
す

る
費
用
の
追
加
は
仕
方
な
い
が
、

こ
れ
か
ら
降
雪
等
が
見
込
ま
れ

る
中
、
工
事
の
影
響
は
大
丈
夫

な
の
か
。

答
（
村
長
）

な
る
べ
く
早
め
に
建
築
工
事
を

進
め
、
完
成
で
き
る
よ
う
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。
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１　小椋　　元　議員　・・・・・・・・・・１０
　○登山道、遊歩道について
　○敬老会について
　○国保会計について

２　蟹巻　尚武　議員　・・・・・・・・・・１１
　○北塩原村農業振興について
　○北塩原村内の小中学生による子供議会の開催について

３　五十嵐　力雄　議員　・・・・・・・・・１２
　○平成２９年度予算編成について

４　若林　幸子　議員　・・・・・・・・・・１３
　○ ふるさと納税について

村
政
を
質
す

４
人
の
議
員
が
一
般
質
問

ズバリ ! !

議
員
が
村
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
、
事
務
の
執
行
状
況
や

将
来
の
方
針
等
に
つ
い
て
の
所
信
や
疑
問
を
た
だ
す
こ
と
で
、

報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

一
般
質
問
と
は
？

あなたも議会傍聴に来てみませんか？
次回定例会は３月上旬頃 開会予定です。

議会傍聴、議会だよりのお問い合わせは議会事務局まで。
ＴＥＬ：（２３）３２６３　ＦＡＸ：（２５）７３５８
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一
般
質
問
❶

小
椋 

元

▲【写真】安全で利用しやすい施設整備が急がれる

Ｑ
．遊
歩
道・登
山
道
の

　

 

維
持
管
理
は
ど
う

　

 

な
っ
て
い
る
の
か

Ａ
．点
検
と
維
持
管
理
を

　

 

適
切
に
行
っ
て
い
く

問現
在
、
通
行
止
に
な
っ
て
い

る
箇
所
は
い
く
つ
あ
り
、
そ
の

修
繕
予
定
は
い
つ
な
の
か
。

答
（
商
工
観
光
課
長
）

現
在
、
桧
原
歴
史
巡
り
金
山
浜

探
勝
路
、
吾
妻
川
渓
流
探
勝
路
の

２
箇
所
で
通
行
止
と
な
っ
て
お
り
、

吾
妻
川
渓
流
探
勝
路
は
平
成
29
年

度
の
早
期
に
補
修
を
実
施
す
る
予

定
で
、
金
山
浜
探
勝
路
は
コ
ー
ス

の
見
直
し
も
含
め
て
検
討
中
で
す
。

問金
山
浜
探
勝
路
は
長
年
、
橋

の
流
出
が
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、

長
期
的
に
利
用
で
き
な
い
も
の

を
再
度
作
る
必
要
性
は
あ
る
の

か
。答

（
商
工
観
光
課
長
）

早
稲
沢
浜
の
国
有
地
も
橋
の
両

側
を
取
得
で
き
、
今
後
は
費
用
対

効
果
や
利
用
客
の
推
移
を
見
な
が

ら
長
期
的
に
利
用
で
き
る
橋
を
目

指
し
て
計
画
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

問吾
妻
川
探
勝
路
は
２
年
位
前

よ
り
橋
が
流
出
し
て
通
行
止
で

修
繕
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

も
っ
と
早
い
段
階
で
適
切
な

対
応
が
と
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

答
（
商
工
観
光
課
長
）

探
勝
路
の
修
繕
に
係
る
材
料
の

調
達
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、

よ
う
や
く
目
途
が
着
き
ま
し
た
の

で
早
い
段
階
で
実
施
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ｑ
．敬
老
会
の
事
業
内
容

　

 

の
見
直
し
を
検
討

　

 

す
べ
き

Ａ
．現
在
、見
直
し
は
考

　

 

え
て
は
い
な
い

問敬
老
会
へ
の
出
席
者
数
が
３

分
の
１
に
も
満
た
な
い
の
だ
か

ら
、
欠
席
者
に
記
念
品
等
を
贈

る
と
い
っ
た
見
直
し
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答
（
住
民
課
長
）

平
成
22
年
に
長
寿
祝
金
や
無
料

バ
ス
券
の
利
用
年
齢
引
き
下
げ
と

い
っ
た
形
で
全
体
の
見
直
し
を
し

た
結
果
で
す
の
で
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
見
直
し
を
す
る
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。

Ｑ
．国
保
会
計
健
全
化
の

　

 

具
体
的
な
取
り
組
み

　

 

は
あ
る
の
か

Ａ
．保
険
給
付
費
抑
制
と

　

 

保
険
税
滞
納
額
解
消

　

 

を
図
る

問平
成
30
年
４
月
よ
り
県
の
事

業
と
な
る
が
保
険
税
徴
収
の
取

り
扱
い
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
（
住
民
課
長
）

平
成
30
年
４
月
よ
り
保
険
者
が

市
町
村
か
ら
福
島
県
に
代
わ
り
ま

す
が
、
保
険
税
の
賦
課
徴
収
は
こ

れ
ま
で
通
り
各
市
町
村
が
行
う
こ

と
と
な
る
予
定
で
す
。

問国
保
税
の
徴
収
率
が
悪
い
が
、

対
策
は
あ
る
の
か
。

答
（
税
務
課
長
）

国
保
税
滞
納
者
の
資
産
調
査
を

徹
底
し
、
粘
り
強
く
税
相
談
等
を

実
施
す
る
こ
と
で
意
識
改
革
を
促

し
徴
収
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
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問農
業
振
興
計
画
書
の
基
本
理

念
に
基
づ
き
事
業
展
開
し
て
い

る
も
の
も
あ
る
が
、
公
社
設
立

の
必
要
性
は
何
か
。

答
（
村
長
）

公
社
設
立
に
関
し
て
、
農
業
の

担
い
手
不
足
や
適
正
な
土
地
の
管

理
と
い
っ
た
喫
緊
の
課
題
解
決
の

糸
口
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問公
社
設
立
に
期
待
は
し
て
い

る
が
、
設
立
に
よ
り
現
在
、
系

統
出
荷
等
の
流
通
を
利
用
し
て

い
る
農
家
の
課
題
は
解
決
で
き

る
の
か
。

答
（
農
林
課
長
）

系
統
出
荷
等
が
抱
え
る
課
題

す
べ
て
を
打
破
す
る
こ
と
は
困

難
な
の
で
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
解
決
法
を
検
討
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問公
社
設
立
も
含
め
、
時
代
に

即
し
た
農
業
形
態
の
確
立
が
必

要
で
は
な
い
の
か
。

答
（
農
林
課
長
）

観
光
と
農
業
の
融
合
と
い
っ
た

形
で
観
光
従
事
者
が
求
め
る
も
の

を
商
品
化
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問過
去
に
も
再
三
、
提
案
さ
れ

て
き
た
子
ど
も
議
会
開
催
に
つ

い
て
現
在
の
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。答

（
教
育
課
長
）

子
ど
も
議
会
は
、
村
の
施
策
や

郷
土
に
つ
い
て
学
ぶ
う
え
で
重
要
で

す
が
関
係
機
関
と
の
協
議
が
必
要

で
あ
り
現
在
調
整
、
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

問近
年
、
子
ど
も
議
会
は
近
隣

市
町
村
で
も
開
催
さ
れ
、
政
治

離
れ
し
て
い
る
子
ど
も
や
親
へ

関
心
を
持
た
せ
る
う
え
で
大
変

有
効
だ
と
思
う
が
村
で
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
教
育
長
）

変
化
す
る
社
会
情
勢
に
対
応
す

る
た
め
に
も
、
子
ど
も
議
会
は
有

効
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
本
村
方
式
で
あ
る
出
前
議
会
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問過
去
に
も
幾
度
と
な
く
、
こ

の
子
ど
も
議
会
開
催
に
つ
い
て

提
案
が
さ
れ
て
い
る
の
で
来
年
、

平
成
29
年
度
よ
り
村
の
教
育
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
追
加
で
き
な
い

か
。答

（
教
育
長
）

教
育
委
員
会
だ
け
で
の
判
断
は

出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
は
村
の

学
校
、
関
係
機
関
と
の
協
議
、
調

整
を
十
分
に
行
い
検
討
し
て
い
き
た

い
思
い
ま
す
。

一
般
質
問
❷

▲【写真】活力ある農業に向け戦略的施策が急がれる

蟹
巻 

尚
武

Q. 農業発展へ新たな事業展開はあるのか

A. 課題解決に向け公社設立を検討

Ｑ
．
子
ど
も
議
会
開
催
の
意
向
は

　
　
あ
る
か

Ａ
．
関
係
機
関
と
協
議
の
う
え

　
　
検
討
し
て
い
く
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一
般
質
問
❸

Q. 平成２９年度予算の柱となる事業
　 はなにか

A. 協働の村づくりを基本に編成を進
　 めている

五
十
嵐 

力
雄

問平
成
29
年
度
事
業
の
重
点
施

策
は
何
か
。

答
（
村
長
）

村
づ
く
り
の
基
本
理
念
で
あ

る
村
民
総
参
加
、
協
働
の
村
づ

く
り
を
政
策
目
標
と
し
、
既
存

事
業
と
の
精
査
・
検
証
を
し
な

が
ら
只
今
、
編
成
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

問農
業
と
観
光
業
、
そ
れ
ぞ
れ

の
従
事
者
が
生
計
を
維
持
で
き

る
よ
う
な
施
策
が
人
口
減
少
対

策
に
も
繋
が
る
と
思
う
が
、
対

応
策
は
あ
る
の
か
。

答
（
村
長
）

農
業
と
観
光
業
を
連
携
さ
せ
、

村
内
だ
け
で
も
循
環
型
の
経
済

を
立
ち
上
げ
て
い
け
る
よ
う
に

農
業
体
験
や
地
産
地
消
、
ま
た

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
対
策
を
強
化

す
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問当
村
の
中
心
産
業
で
あ
る
農

業
と
観
光
に
お
い
て
、
新
規
で

事
業
展
開
を
す
る
う
え
で
も
必

要
な
人
材
の
確
保
と
育
成
は
出

来
て
い
る
の
か
。

答
（
村
長
）

村
民
の
方
が
率
先
し
て
進
め

て
い
き
、
村
が
指
導
す
る
組
織

作
り
を
目
指
し
人
材
の
確
保
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問村
民
の
所
得
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
農
業
と
観
光
振
興
に
つ

い
て
施
策
は
あ
る
の
か
。

答
（
村
長
）

農
業
と
観
光
振
興
に
つ
い
て
、

ま
ず
農
業
で
は
東
京
農
業
大
学

と
の
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
き

新
規
作
物
や
特
産
品
開
発
に
取

り
組
み
、
観
光
振
興
に
つ
い
て

は
観
光
施
設
の
整
備
や
観
光
誘

客
と
宿
泊
者
増
加
の
た
め
の
観

光
Ｐ
Ｒ
の
強
化
に
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

▲【写真】村民総参加の協働の村づくりを基本に活力ある村づくりが求められる

▲【写真】農業と観光資源を活用した事業を展開せよ
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一
般
質
問
❹

問今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

収
入
状
況
は
い
く
ら
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

今
年
度
の
収
入
状
況
は
、
平

成
28
年
12
月
９
日
現
在
に
な
り

ま
す
が
、
114
万
５
千
円
に
な
り

ま
す
。

問ふ
る
さ
と
納
税
に
お
け
る
返

礼
品
の
見
直
し
は
検
討
し
て
い

る
の
か
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

12
月
１
日
か
ら
返
礼
品
に
つ
い

て
見
直
し
後
の
内
容
で
運
営
を

実
施
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
サ

イ
ト
よ
り
申
込
が
可
能
と
な
り

ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
に
よ
る
寄
付
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問農
業
と
観
光
の
村
で
あ
る
当

村
に
お
い
て
既
存
の
返
礼
品
だ

け
で
な
く
村
内
施
設
の
宿
泊
券

や
お
米
30
キ
ロ
と
い
っ
た
形
で

大
々
的
に
見
直
す
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
目

的
は
村
の
魅
力
を
周
知
す
る
こ

と
等
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
指
摘
が
あ
っ
た
件
に

つ
い
て
、
観
光
施
設
の
取
り
扱
い

や
特
産
品
の
数
量
と
い
っ
た
問
題

等
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

現
状
を
精
査
し
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

若
林 

幸
子

問ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
に
お
け

る
環
境
の
整
備
は
し
て
い
る
よ

う
だ
が
、
返
礼
品
は
近
隣
市
町

村
等
と
比
べ
て
も
改
良
す
べ
き

点
が
多
い
。
見
直
し
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
村
長
）

特
産
品
等
の
村
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
す
る
う
え
で
も
、
ふ
る
さ
と

納
税
は
絶
好
の
機
会
だ
と
思
い

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
既
存
の
も
の

と
精
査
・
検
証
を
進
め
、
見
直

し
に
関
し
て
条
件
が
整
い
次
第

実
施
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Q. ふるさと納税返礼品の見直しを
　 再検討すべき

A. 状況を精査し条件が整い次第、
　 検討する

▲【写真】利便性の向上と寄附環境の再整備を精査・検証のうえ検討が待たれる
※ 詳細は (http://www.vill.kitashiobara.fukushima.jp) を参照

▲【写真】魅力ある特産品を最大限に活用せよ
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編
集
委
員

謹賀新年
今年も宜しくお願いします

▲【写真】地域と連携し安心安全な村づくりを願う

▲【写真】よりよい村づくりを目指します（裏磐梯からの風景）

議　

長大竹　

良
幸

『
編
集
後
記
』

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
議
会

だ
よ
り
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

昨
年
は
、
公
職
選
挙
法
の

改
正
に
伴
い
選
挙
権
年
齢
が
引

き
下
げ
ら
れ
る
な
ど
社
会
情

勢
が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
地
方
議
会
の

果
た
す
べ
き
役
割
や
責
任
も
ま

た
、
よ
り
一
層
重
く
な
っ
て
き

い
る
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
は
村
民
皆
さ
ま
の
声

を
聞
き
、
期
待
に
沿
え
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、「
議

会
」
に
対
す
る
率
直
な
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

委
員
一
同

委

員

長

若

林

幸

子

副
委
員
長

蟹

巻

尚

武

委

員

五
十
嵐
力
雄

委

員

五
十
嵐
正
典

委

員

大

竹

良

幸

　

皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か

に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
「
リ

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
」
に
て
開
催
さ

れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
日
本
勢
の

活
躍
に
大
き
な
感
動
を
も
ら
い
、

２
０
２
０
年
の
東
京
開
催
に
大
き

な
期
待
を
寄
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

国
内
で
は
、
公
職
選
挙
法
が
改

正
さ
れ
、
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
に

引
き
下
げ
ら
れ
、
参
議
院
通
常
選

挙
と
村
長
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
こ

れ
か
ら
の
若
者
の
政
治
参
加
に
期

待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
当
村
で
は
３
月

に
東
京
農
業
大
学
と
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
、
適
正
な
農
地
の
活

用
を
促
進
し
、
特
産
品
開
発
や
就

農
者
不
足
の
解
消
を
図
り
今
後
の

農
業
振
興
や
観
光
振
興
に
大
き
な

期
待
を
寄
せ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
少
子
高
齢
化
の
進
行

に
よ
り
人
口
減
少
問
題
が
課
題
と

な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け

て
策
定
し
た
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」、

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
を
基
に
村
民
の
皆
様
と
一

体
と
な
っ
て
安
心
し
て
生
活
で
き

る
地
域
社
会
を
創
り
あ
げ
る
こ
と

が
こ
れ
か
ら
の
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

村
議
会
は
、
村
民
の
代
表
で
あ

り
議
決
機
関
と
し
て
の
機
能
を
最

大
限
に
発
揮
し
つ
つ
村
民
の
皆
様

の
ご
期
待
に
沿
う
よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

地
域
防
災
願
う
！

〈
今
月
の
表
紙
〉

１
月
６
日
（
金
）
に
「
消
防

団
出
初
式
」
に
先
立
ち
役
場
周

辺
に
て
「
閲
団
式
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

団
員
と
婦
人
消
防
隊
員
ら
約

130
名
が
参
加
し
村
長
の
閲
団
を

受
け
、
そ
の
後
、
村
体
育
館
に

移
動
し
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。冬

の
寒
空
の
下
、
団
員
ら
は

力
強
く
分
列
行
進
し
、
地
域
防

災
に
取
り
組
む
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。


